


平成２２年度社会福祉法人凌雲堂 運営報告

平成２２年度は５月に川南町で口蹄疫が発生し、その後、当法人近隣においても発生が確認

されたため、施設においては夏祭り等諸行事の延期や出入り口の消毒の徹底を行い、また、デ

イサービスなどの在宅サービスにおいても送迎ルートの変更や車両の消毒を励行し蔓延防止

に努めた結果、特に運営に支障をきたすことなく終息を迎えることができた。

運営状況については、入所部門では悠楽園の短期入所床を入所床に転換することによる稼働

率アップやしらふじの短期入所床の好調な稼働率に支えられ、予定を上回る収入を確保できた。

在宅部門においては、競合施設の乱立により競争が激化しており、一部事業で利用者の減がみ

られ苦戦したものの、他サービスを含めて総体的に見ればほぼ予算通りの実績を残すことがで

きた。

最終的には法人全体としては、職員給与等の待遇改善や年次計画の施設整備を行った中で、

予算額を上回る収益を確保することができた。

しかしながら、悠楽園は築１３年、生目幸明荘は築１０年が経過し、平成２３年度以降建物・

設備の大規模な修繕や整備事業を計画しており、適切な積立金を留保し経営基盤の安定化に努

めたい。

本年度の重点目標ごとの運営実績は次のとおりである。

１．施設運営の効率化・安定化については、平成２２年度は介護報酬改定もなく特に収入増に

つながる要素はなかったが、入所部門では各施設とも予定以上の稼働率を確保し、在宅部門も

苦戦しながらもほぼ予算通りの数値を残すことができたため、良好な運営実績につなげること

ができた。

施設整備においては、老朽化した備品の更新を重点的に行い、利用者の安全確保や業務の効

率化を図った。

２．在宅総合ケアセンターの機能強化については、在宅連携会議を定期的に開催し、法人内資

源の効率的活用を図ったが、小規模多機能施設やデイサービス事業所の開設が相次ぎ、競争激

化の様相を呈しており、利用者の確保に苦慮している。特に巡回入浴サービスが伸び悩んでい

る状況にある。

３．福祉人材の育成と定着化については、昨年度に引き続き介護職員処遇改善交付金を財源と

した介護職員に対する待遇改善を図るとともに、介護職員以外の職員に対しても自主財源で処

遇改善を行い、職員の定着化に努めた。

また、年度計画に基づく研修に加え、新たな分野の研修も取り入れ職員の資質向上に努めた。



１．特別養護老人ホーム 悠楽園

悠楽園は、利用者一人ひとりを人間としての尊厳を尊重し、個々の介護サービス計画に基づ

き生活全般の支援を行い、生きがいある生活が送れるよう生活リハビリテーション・レクリェ

ーション・各種行事を行ってきた。

施設運営に関しては、短期入所床１６床のうち８床を入所床へ転換を行ったが、短期入所利

用者の利用状況に配慮しながら、６月に５床、９月に３床と段階的に転換を行った。これによ

り、当初の予算目標である入所１日平均７７名、短期入所１日平均１３名の計９０名（定床数

９６床）に対し、入所１日平均８３名、短期入所１日平均８．４名の計９１.４名の実績につ

ながり予定以上の収益を確保することができた。

ケアの質の向上に関しては、介護職においても一部医療ケアが認められることとなったこと

に伴い、研修を受けた看護職員の指導の下、全看護・介護職員に１４時間の講習を行い、重度

化傾向にある入所者へのケア体制の充実に努めた。

サービスの質の向上への取り組みとしては、昨年度から取り組んでいるサービス提供の責任

の所在を明確にするための居室担当制を推進し、また、終末期を施設で迎えたいと希望するご

利用者・ご家族の願いに出来る限り応えられるよう施設内での看取りに取り組んだ。

１ 職員の状況

   職 員 数     ７１名（内 臨時職員１１名）

２ 入所定員

   入 所 定 員     ８８名

   短期入所定員     ８名

３ 入所者の出身地                 （平成23年 3月 31日現在）

宮崎市 日南市 延岡市 都農町 川南町 計

男 １８名 １名 １９名

女 ６５名 １名 １名 １名 ６８名

計 ８３名 １名 １名 １名 １名 ８７名

４ 入所者年齢別状況                                （平成23年 3月 31日現在）

人員
64歳

以下

65歳

～69歳

70歳

～74歳

75歳

～79歳

80歳

～89歳

90歳

以上
平均

最
高
齢

最
年
少

男 19名 ０名 1名 2名 3名 10名 3名 81.8歳 98歳 66歳

女 68名 1名 ０名 1名 6名 29名 31名 88.6歳 103歳 58歳

計 87名 1名 1名 3名 9名 39名 34名 87.1歳



５ 入所者介護度別利用状況             （平成23年 3月 31日現在）

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

男 2名 2名 5名 4名 6名 19名

女 6名 8名 16名 12名 26名 68名

計 8名 10名 21名 16名 32名 87名

  ※平均要介護度 約3.6

６ 短期入所生活介護利用状況     （平成22年 4月 1日～平成23年 3月 31日）

要支援

１

要支援

２

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
計 送迎

実人数 0名 2名 72名 64名 58名 83名 33名 312名 171名

延人数 0名 5名 649名 513名 555名 1012名 328名 3,062名 530名

  ※一日平均 約8.4人の利用

７ 委員会活動（月１回の開催）

   教育研修委員会・ケアプラン委員会・事故防止対策委員会・身体拘束廃止委員会

感染防止対策委員会・栄養委員会・褥瘡対策委員会・排泄委員会

入浴委員会・環境委員会・レクリェーション委員会・職員研修会

８ 年間行事（主なもの）

   誕生会・ひな祭り・花祭り・運動会・秋祭り・遠足（春・秋）・クリスマス会・餅つき・

晩酌の日・居酒屋・敬老会・節分・映画鑑賞会

９ クラブ活動（各月２回の開催）

   器楽・生け花・アレンジフラワー・書道

10 レクリェーション等

   健康体操（平行棒）・ラジオ体操・貼り絵・塗り絵・音楽鑑賞・買物

園内外散歩・遊ビリテーション（ボール遊び・風船バレー等）



２．特別養護老人ホーム しらふじ

平成２２年度事業においては、宮崎市が特養ホームに併設されるショートステイ床の定床化

を5割まで認める方針が示され、他施設が定床化を図ったこともあり、本施設のショートステ

イの利用率も向上した。その結果、平成２２年度に掲げた目標値（入所定員50名：稼動率96.0％

[48 名]／短期入所定員 10 名： 稼動率 75.0％[7.5 名]）に対し、実績は（入所稼動率 95.4％

[47.7名]、短期入所稼動率85.0％[8.5名]）とまずまずの状況であり、経営的には増収となっ

た。

当事業所は、ハード面では全室個室のユニット型特養ということで住環境は申し分なく、家

庭的で心地良い生活の場を提供できる環境にある。しかしながら、ソフト面においてはまだま

だ十分とは言えず、過去においては離職する職員も多かったが、２２年度中は職員の離職も減

少し、職員が一丸となってユニットケアの導入に向け検討を行った。結果、職員の自主的な処

遇改善意欲を向上させ、利用者へのサービス改善に繫がった。

その他、ユニットごとでのイベントも開催し、より利用者主体の生活環境とすることで我が

家のように居心地の良い空間を利用者に提供できるように力を注いだ。

１   職 員 の 状 況

職 員 数      ５３名（内 臨時職員８名）

２   入 所 定 員

   入 所 定 員     ５０名

   短期入所定員      １０名

３   入所者の出身地                （平成23年 3月31日現在）

宮崎市 国富町 西都市 高千穂町 日南市 えびの市 松原市 計

男 7 名 1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 8 名

女 37 名 1 名 0 名 1 名 1 名 1 名 1 名 42 名

計 44 名 2 名 0 名 1 名 1 名 1 名 1 名 50 名

４   入所者年齢別状況                               （平成23年3月 31日現在）

人員 64 歳

以下

65 歳

～69
70 歳

～74
75 歳

～79
80 歳

～89
90 歳

以上
平 均 最高齢 最年少

男 8 名 0 名 0 名 0 名 1 名 6 名 1 名 85.8歳 96歳 76 歳

女 42 名 2 名 0 名 0 名 1 名 20 名 19 名 88.5歳 100歳 59 歳

計 50 名 2 名 0 名 0 名 2 名 26 名 20 名 88.1歳



５   入所者介護度別利用状況                           （平成23年 3月 31日現在）

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

男 1 名 0 名 4 名 0 名 3 名 8 名

女 0 名 5 名 9 名 12 名 16 名 42 名

計 1 名 5 名 13 名 12 名 19 名 50 名

※ 平均要介護度 約3.9

６ 短期入所生活介護利用状況   （平成22年 4月 1日～平成23年 3月 31日）

※一日平均 約8.5人の利用

７   委員会活動（月1回の開催）

   ケアプラン委員会・教育委員会・身体拘束廃止委員会・事故対策防止委員会・

   感染防止対策委員会・褥瘡･栄養管理委員会・排泄委員会・生活向上委員会・

   ユニットケア推進委員会

８   年間行事（主なもの）

      誕生会・ドライブ・夏祭り・敬老会・節分・雛祭り・忘年会・花火・バーベキュー・

   運動会（ショートステイ）・遠足・クリスマス会等

９   クラブ活動（各月1回の開催）

   生け花

10   レクリェーション等

   体操・かるた・散歩・風船バレー・足浴・輪投げ・カラオケ・口腔体操・書道・塗り絵・

折り紙・ビデオ鑑賞・魚釣り・ボーリング・射的・しりとり等

要支援

1
要支援

2
要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
計 送迎

実人数 1 名 2 名 22 名 18 名 18 名 7 名 8 名 76 名 67 名

延人数 5 名 24 名 484 名 847 名 977 名 548 名 192 名 3,077名 1,044名



３．デイサービス しらふじ

平成２２年度事業においては、利用者の安定的確保を最大目標に、新規利用者の獲得に取り

組んだ。デイサービス事業においては、小規模多機能型施設の新設や近隣の同種事業所との競

合により競争が激化し、新規利用者の獲得は非常に厳しい状況にある。その様な中、デイサー

ビス単独のパンフレットを作成し、居宅介護支援事業所や地域包括支援センターなどへの訪問

活動の際に活用、広く周知を行うとともに法人内機関との連携と情報交換を密にすることで、

最終的に目標が15名／1日に対し14.7名／1日と当初目標をほぼ達成することができた。

サービス提供面でも、利用者の永続的利用を促すため、身体機能低下の予防を主眼に機能訓

練を行い、利用者が楽しんで来所いただけるよう職員相互に創意工夫を凝らし四季折々の季節

行事や余暇活動を取り入れた。また個別の機能訓練を実施し、利用者の心身機能の活性化を図

るとともに、製作物・余暇活動の支援を行い、生活の質の向上を目指した。

１   職 員 の 状 況

職  員  数      ８名（内 臨時職員２名）

２  利 用 定 員

利 用 定 員     ２０名

３  事 業 実 績

指定通所介護

① 介護度別利用者数      （平成23年 3月 31日現在）

要介護1 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合 計

男 2名 3名 4名 3名 0名 12名

女 10名 5名 6名 2名 2名 25名

計 12名 8名 10名 5名 2名 37名

  

② 延利用者数      （平成22年4月 1日～平成23年 3月 31日）

基本サービス 個別機能訓練 食 事 入 浴

延人数 4,071名 4,064名 4,071名 3,796名

指定介護予防通所介護

  ① 介護度別利用者数 （平成23年 3月31日現在）

要支援1 要支援２ 合計

男 0名 1名 1名

女 2名 1名 3名

計 2名 2名 4名

② 延利用者数      （平成22年 4月1日～平成23年3月 31日）

基本サービス 個別機能訓練 食 事 入 浴

延人数 437名 423名 437名 326名



４．養護盲老人ホーム生目幸明荘

視覚障害者というハンディをもった高齢者が自立心を損なうことなく、生きがいの持てる生

活ができるよう援助に努めた。

行事等に積極的に参加を促し、レクリェーション等を通じて身体機能低下防止に努め、視覚

障害者福祉会・地域・学校教育のふれあい・介護体験を通じて地域との交流を図り、関係機関

との連携に努めた。

さらに、短期入所者の重度者受入れに対しては、短期入所居室の内部改装を実施し車椅子移

動が容易にできるように施設機能の充実を図った。

また、研修会への積極的な参加を推進し職員の資質の向上を図った。

１ 職員の状況

   職 員 数     ２６名（内 臨時職員２名）

２ 入所定員

  入 所 定 員     ５４名（内 外部特定入居者生活介護対象者１５名）

   短期入所定員      ２名

３ 入所者の出身地                  （平成 23 年 3 月 31 日現在）

市

町

村

宮

崎

市

延

岡

市

え
び
の
市

西

都

市

串

間

市

木
城
町

高
千
穂
町

川

南

町

都

農

町

高

鍋

町

綾

町

都

城

市

合

計

人数 31名 6 名 6 名 2 名 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名 1 名 2 名 54 名

４ 年齢別状況                    （平成 23 年 3 月 31 日現在）

性
別

人員

(名)
64 歳

以下

65 歳

～69
70 歳

～74 
75 歳

～79
80 歳

～84
85 歳

～89
90 歳

以上

平

均

最
高
齢

最
小
齢

男性 10 名 1 名 0 名 1 名 4 名 2 名 1 名 1 名 78 歳 94 歳 59 歳

女性 44 名 0 名 1 名 7 名 7 名 12 名 8 名 9 名 83 歳 98 歳 69 歳

計 54 名 1 名 1 名 8 名 11 名 14 名 9 名 10 名 82 歳

５ 短期入所利用状況                 （平成 23 年 3 月 31 日現在）

要支援 介護度

１

介護度

２

介護度

３

介護度

４

介護度

５
計 送迎

実人数 1 名 54 名 8 名 27 名 0 名 0 名 90 名 70 名

延人数 3 名 394 名 15 名 263 名 0 名 0 名 675 名 147 名



６ 年間行事（主なもの）

   遠足・運動会・七夕祭り・ビアホール・焼肉会・焼き芋会・夏祭り

   葡萄狩り・敬老会・クリスマス会・餅つき大会・誕生会・荘外散歩

７ クラブ活動（主なもの）

  器楽・大正琴・短歌・生け花・茶道・卓球・ボーリング・カラオケ

詩吟、体操



５．認知症高齢者グループホーム悠悠

認知症状のある利用者と職員が共に食事の支度や掃除、洗濯物をたたむ等出来る事を一緒に

行い、家庭的な雰囲気の中で自立した日常生活が送れるように支援してきた。また、生きがい

活動では、菜園での収穫の喜びを一緒に味わう等生活感のあるホーム作りに取り組んできた。

自治会主催の活動への参加を通して地域との交流を図るとともに、他のグループホームとの

交流も活発に行い、積極的に利用者がホーム外に出向く機会を設けてきた。

職員研修では、認知症高齢者の理解を深めるために研修への積極的な参加、介護技術の研鑽

に努めてきた。

６月に公用車が配備され、利用者と職員が一緒に買い物に出掛ける機会を多く持つことがで

き、地域との交流をさらに深めることが出来た。

１ 職員の状況

   職 員 数      ８名（内 臨時職員１名）

２ 入所定員

   入 所 定 員      ９名

３ 利用者の出身地        （平成 23 年 3 月 31 日現在）

宮崎市 計

男 0 名 0 名

女 9 名 9 名

計 9 名 9 名

４ 利用者の年齢状況                 （平成 23 年 3 月 31 日現在）

人員
65 歳

～69 歳

70 歳

～74 歳

75 歳

～79 歳

80 歳～

89 歳

90 歳

以上
平均 最高齢 最年少

男 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 ― ―

女 9 名 0 名 0 名 0 名 ７名 2 名 86.4 歳 93 歳 80 歳

計 9 名 0 名 0 名 0 名 ７名 2 名 86.4 歳

５ 利用者の介護度別利用状況             （平成 23 年 3 月 31 日現在）

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

男 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名

女 3 名 1 名 3 名 1 名 1 名 9 名

計 3 名 1 名 3 名 1 名 1 名 9 名



６．宮崎市西地区地域包括支援センター

生目地域自治区、小松台地域自治区、大塚台地域自治区、生目台地域自治区の４つの地域自

治区を担当し、高齢者の総合相談窓口として業務を行った。

平成２２年度は、「孤立死」予防のため、既存のネットワークに地域交流の必要性を伝えた。

また、認知症高齢者とその家族の支援者を増やすための「認知症サポーター養成講座」を地域

住民だけでなく事業所向けにも開催した。

地域の介護支援専門員の後方支援として事例検討会・研修会を開催した。

しかし、口蹄疫の発生で企画していた研修会や介護予防教室が中止となり、計画の実施が難

しい１年間となった。

１ 職員の状況

   職 員 数   ７名（内 嘱託職員1名  臨時職員1名）

（保健師１名、社会福祉士３名、主任介護支援専門員２名 事務員１名）

２ 相談実績

相談総 件数  ４，３８８件

（新規相談件数      ２７９件）

（継続相談件数    ４，１０９件）

３ 介護予防支援事業

要介護度 件  数

地域包括支援センターによる

プラン作成件数

要支援１ ５３８件

要支援２ ６３１件

居宅介護支援事業所への

一部委託件数

要支援１ １５１件

要支援２ ３０６件

計 １，６２６件

４ 介護予防事業（特定高齢者介護予防事業）

   介護予防プラン作成件数：５件

５ 介護予防教室支援事業

   団体登 録数    ６団体

   教室延開催数   ２６回

６ 家族介護者交流事業

   開 催 回 数    ２回



７．宮崎在宅介護支援センター（居宅介護支援事業）

利用者が在宅で安心して生活できるよう、利用者の心身の状況、環境を考慮し、利用者と家

族の希望に基づき、適切なサービスが総合的かつ効果的に提供されるよう居宅サービス計画を

立案した。その後、定期的にモニタリングを行うことで、必要に応じてサービス計画の変更等

行いながら在宅での生活が維持できるよう努めた。平成２２年度より、要介護認定調査は指定

市町村事務受託法人が行うことから、職員は認定調査に伴う負担が軽減され、その分を利用者

と深くかかわる事に費やすことができた。

事業内容については、包括支援センターや、医療機関との連携を図りながら新規利用者の獲

得に努めた。また特定事業所加算をはじめとする各種加算を適正に取得することに努めた。そ

の他職員研修についても、毎週の事例検討会をはじめ、各自、職場外での研修にも積極的に参

加しスキルアップを図った。

１ 職員の状況

   職 員 数    ９名

２ 居宅サービス計画作成延件数

（ア）介護度別件数（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）

要介護度 件   数

要支援１・２ ２４３件

要介護１ １，３０１件

要介護２ ７６１件

要介護３ ４０８件

要介護４ ２０３件

要介護５ ２２４件

計 ３，１４０件

（イ）男女別件数 （平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）

性   別 件   数

男   性 １，０９９件

女   性 ２，０４１件

計 ３，１４０件



８．宮崎デイサービスセンター

上半期は、登録者が定員を上回る状況が見られ、利用者の希望曜日に添えないことがあった。

下半期は、利用回数の多い利用者の入院や中止が多くあり、１日平均２９．６人という目標に

対し、１日平均２９．３人の利用という結果となった。

サービス提供面については、可能な限り、自宅での生活が送れるよう、個別機能訓練やレク

リェーションなどをとおして心身機能の維持・向上を図った。また、送迎時を利用して、家族

との情報交換を密に行い、利用者さんから喜ばれる施設づくりを目指した。

また９月にはキッチンの移設工事を行い、対面型としたことで、より利用者の安全に目配り

ができるようになった。

１ 職員の状況

   職 員 数   １６名（内 臨時職員７名）

２ 利用定員

   利 用 定 員   ３５名

３ 事業実績

指定通所介護

（ア）介護度別利用者数              （平成 23 年 3 月 31 日現在）

要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

男 12 名 8 名 5 名 0 名 0 名 25 名

女 23 名 6 名 4 名 2 名 3 名 38 名

計 35 名 14 名 9 名 2 名 3 名 63 名

（イ）延利用者数         （平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）

基本サービス 個別機能訓練 食事 入浴

延人数 7,765名 7,760名 7,674名 7,447名

指定介護予防通所介護

（ア）介護度別利用者数（平成 23 年 3 月 31 日現在）

要支援１ 要支援２ 計

男 0 名 2 名 2 名

女 2 名 7 名 9 名

計 2 名 9 名 11 名



（イ）延利用者数         （平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）

基本サービス 個別機能訓練 食事 入浴

延人数 1,265名 1,265名 1,265名 1,257名



９．介護ヘルパー派遣事業

介護保険制度による「指定訪問介護事業所」として、在宅の日常生活を営むことに支障があ

る要援護高齢者に対し、ホームヘルパーを派遣し、日常生活の援助を行い、利用者が健康で自

立した生活ができるよう事業を実施した。また、宮崎市からの委託事業としての障害福祉サー

ビス及び介護保険適用外サービスも実施した。

サービス提供責任者・登録ヘルパーの技術・知識等のスキルアップを図るため、毎月会議及

び研修等を開催した。

居宅介護支援事業所や地域包括支援センターへの定期訪問及び情報提供を密に行うことに

より信頼関係を構築し、新規ケースも月平均６件程度紹介していただくことができた。その反

面、要介護度の高い利用者が施設等へ入所することも多く、業績を伸ばすまでには至らなかっ

た。

１ 職員の状況

   職 員 数      ８名（内 臨時職員１名）

   登録ヘルパー     ４７名

２ ホームヘルパー派遣事業実績

（ア）介護度別利用者数               （平成 23 年 3 月 31 日現在）

要支援

１

要支援

２

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
計

男    2 名 3 名 12 名 8 名 7 名 1 名 3 名 36 名

女 19 名 27 名 38 名 12 名 4 名 3 名 3 名 106 名

計 21 名 30 名 50 名 20 名 11 名 4 名 6 名 142 名

（イ）介護ヘルパー派遣時間数      （平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）

身体介護 生活援助 身体・生活 計

合 計 5,770.5 時間 6,440 時間 3,576 時間 15,786.5 時間

月平均    480.8 時間   536.6 時間   298.0 時間 1,315.5 時間

（ウ）障害福祉サービス事業実績     （平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）

人   数 時 間 数

障害福祉サービス 715 名 824 時間



３ 介護保険外サービス事業利用実績   （平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）

人   数 時 間 数

保険外サービス 780 名 6,759.5 時間



10．巡回入浴サービス事業

介護保険対象者及び身体障害者の方に対し、居宅に特殊浴槽を持ち込み、訪問入浴サービス

を提供した。

訪問入浴専門研修等に参加し、職員の資質の向上に努めた。また、定期的に事業所内カンフ

ァレンスや勉強会を開催した。

各居宅介護支援事業所へ営業活動を行ったり空き情報を随時連絡したりすることで、効果的

な利用者獲得に努めたが、死亡や入院入所等の利用者が多く、特に夏場には利用者数の減少が

顕著であった。

また、今年度より温泉水を活用した入浴サービスを開始し、利用者の満足度の向上に努めた。

１ 職員の状況

   職 員 数      ５名（内 兼務の臨時職員 1 名）

２ 利用者の年齢状況                 （平成 23 年 3 月 31 日現在）

50 歳

以下

51 歳

～60 歳

61 歳

～70 歳

71 歳

～80 歳

81 歳

～90 歳

91 歳

以上
計

男 3 名 1 名 1 名 2 名 0 名 0 名 7 名

女 0 名 0 名 1 名 3 名 4 名 2 名 10 名

計 3 名 1 名 2 名 5 名 4 名 2 名 17 名

３ 利用者の介護度別利用状況             （平成 23 年 3 月 31 日現在）

要介護

１

要介護

２

要介護

３

要介護

４

要介護

５
障害者 計

男 0 名 0 名 0 名 1 名 3 名 2 名 6 名

女 0 名 1 名 1 名 4 名 4 名 1 名 11 名

計 0 名 1 名 1 名 5 名 7 名 3 名 17 名

４ 年間実施状況            （平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）

延人数 実施日数
実 施

延回数
入浴回数 清拭回数 一日平均 中止回数

年 計 215 人 309 日 1,160 人 1,156 人 4 人 3.8 人 71 人

月平均 17.9 人 25.8 日 96.7 人 96.4 人 0.3 人 3.8 人 5.9 人
























	

